
企業版ふるさと納税

№ 事業名称 事業概要 件数

1
＜教育＞
小規模特認校における
特色ある教育推進事業

魅力ある学校づくりを推進し、通学区域に関係なく市内のどこからでも子どもたちが通える
桂中学校区及び高安小中学校区の小規模特認校において、各種の特色ある教育推進に取り組
んでいきます。

１

2
＜魅力発信･魅力創造＞
やおプロモーション推
進事業

2025年⼤阪・関⻄万博における波及効果を⼋尾の成⻑に活かせるよう、開催前から市全体
の機運醸成に取り組み、万博を活用した⼋尾ブランドのPRを展開します。また、市⺠のみ
なさんとともに万博を盛り上げ、SDGsの達成や、より良いまちづくりをめざす取り組みと
して、ローカルSDGsである「80（やお）アクション」を推進していきます。

１

3
＜産業振興＞
オープンイノベーショ
ン推進事業

中小企業の未来のビジネススタイル創出や、新たな価値創造に向けた、アドバイス支援等を
⾏うとともに、⼤阪・関⻄万博の「⼤阪ヘルスケアパビリオン」展⽰出展への参画企業の選
定及びプロジェクトチームの立ち上げにより、イノベーション創出に取り組みます。

５

4 ＜交通＞
交通政策推進事業

すべての市⺠の移動の円滑化を図るため、「⼋尾市乗合タクシー」の本格運⾏を⾏っている
竹渕地域のほか、令和5年2月からスタートした⼤正・志紀・曙川・高安・南高安地域におい
て、引き続き、実証運⾏を実施します。また、⻄郡地域については、速やかな実証運⾏の開
始に向けて、制度設計の検討を進めます。

０

5 ＜安全・安心＞
消防庁舎機能更新事業

消防本部庁舎の機能更新と市域全域を網羅するバランスの取れた消防署所の配置による消防
体制の充実を図るため、消防本部庁舎の移転建替えを⺠間活力の活用によるPFI手法により
進めるとともに、市域南⻄部、南東部における消防署所の新設に向けた取り組みを進めます。
また、感染症流⾏下における消防力の維持・確保のため、消防署志紀出張所及び高安出張所
における感染症対策にかかる改修設計業務を進めます。

０

6 ＜安全・安心＞
救急高度化事業

新型コロナウイルス感染症やその他新たな感染症の発生に対応するための資機材を搭載した
救急⾞の運用等により、引き続き、市⺠のいのちを守る救急業務を展開します。 １

7 ＜健康＞
健康づくり推進事業

医療・介護等のデータに関して⼤学等との連携により分析を⾏い、本市の健康課題を明確化
するとともに、その結果を踏まえ、アプリやツールの開発・活用を含めた健康づくり活動を
進めます。また、 糖尿病等生活習慣病予防やフレイル予防等、⼋尾市健康まちづくり計画
に基づき、健康寿命延伸に向けた取り組みを進めます。

１

8
＜安心・安全＞
災害時要配慮者支援事
業

高齢者や障がい者などの自力避難が困難な人が、安全に避難できることをめざし、福祉事業
者や地域団体等と連携しながら、避難の声かけや移送支援など災害に備えた準備が進むよう
取り組みます。

０

９ ＜安心・安全＞
消防資機材整備事業

消防⾞両、装備等の耐用年数及び省力化を考慮し、更新計画等に基づき整備することにより、
被害の軽減及び救命率の向上に取り組みます。 ２

10
＜産業振興＞
まちのコイン”やおや
お”地域活性化プロジェ
クト

「まちのコイン」による地域の方や⼋尾の関係人口で応援する仕組みを更に活性化させるた
め、⼋尾市”の持つリソースを地域内外に改めてＰＲするとともに、より多くのユーザー・
スポットを増やし、地域のコミュニティ参画を促進させる

２

２．令和５年度 寄附実績

寄附件数：13件
寄附金額：25,448,714円

※人材派遣型を含んだ件数と金額

企業版ふるさと納税は正式名称を「地方創生応援税制」という法人を対象とした寄附制度であり、地方公
共団体が実施する地方創生プロジェクトに対して、企業が寄附を⾏った場合に、税制上の優遇措置を受ける
ことができる、内閣府（地方創生推進事務局）所管の制度です。

１．寄附に係る負担軽減

税額控除
最大６割

（４割：法人住民税＋法人税 ・ ２割：法人事業税）

損金算入
約３割

（国税＋地方税）

企業
負担
約１割

資料５



３．企業版ふるさと納税（人材派遣型）について

出典：内閣府<企業版ふるさと納税（人材派遣型）概要より>

第２期⼋尾市人口ビジョン・総合戦略に位置づけられた、「2025年⼤阪・関⻄万博に向け、市内企業の
成⻑や経済波及効果を活かす取り組み」を実施することで、⼋尾市の持続的な発展に寄与することを目的に、
令和5年6月30日に株式会社カヤック、京都信用金庫、株式会社ノベルワークス（順不同）とそれぞれ連携
協定を締結しました。協定先の事業者で従事したことにより培われたノウハウを持った専門的人材を、⼋尾
市の任期付職員として採用し、産業政策課員として協定に基づく次の事項に取り組んでいただきました。

（1）市内事業者と地域住⺠とのDX化を推進する取り組みを促進し、
八尾市への経済波及をもたらすための仕組みづくり

（2）地域内外の中小企業等との新たなネットワーキングの仕組みづくり
（3）2025年⼤阪・関⻄万博に向けたプロモーション及び産業振興となる取り組み

運営に携わっていただいた取り組みの一幕
出典：⼋尾市公式note（⼤阪府⼋尾市｜⼤阪・関⻄万博に挑戦する中の人たち）

４．八尾市における企業版ふるさと納税（人材派遣型）の活用について

本市における
人材派遣型による
寄附の仕組み

①企業から派遣される人
材を市の任期付職員と
して採用

②市から給与の支払い

③市から支払った給与に
相当する人件費分を派
遣元企業から寄附受け



※総務省所管制度

【参考掲載】がんばれ八尾応援寄付金（ふるさと納税）令和５年度寄附実績

活用分野 件数（件） 寄附金額（円） 主な活用内容

安全・安心 3,808 359,890,000 防犯カメラを設置・維持管理するための
事業に活用

子ども育成
支援 7,298 584,790,773

団体等が実施する子ども・若者の健全育
成の推進を図ることを目的とした取り組
みに助成する「子ども・若者育成支援提
案事業」、若者やその家族などから引き
こもりなどの相談をお受けする「若者相
談窓口事業」などに活用

市⻑におま
かせ 4,104 334,690,000

財政調整基金に積み立てた上で、総合計
画に基づく、市の幅広い事業の実施に活
用

その他 5,361 412,301,704
ものづくり企業への支援や緑化推進のた
めの啓発事業、地域での居場所づくり等
の地域福祉事業、文化会館での芸術文化
事業等に活用

合計 20,571 1,691,672,477

寄附件数：20,571件 寄附金額：1,691,672,477円

５．令和６年度 企業版ふるさと納税寄附対象事業

事業名称 事業概要 対象事業費
＜教育＞
小規模特認校における特
色ある教育推進事業

魅力ある学校づくりを推進し、通学区域に関係なく市内のどこからでも子
どもたちが通える桂中学校区及び高安小中学校区の小規模特認校において、
各種の特色ある教育推進に取り組んでいきます。

38,626千円

＜魅力発信・魅力創造＞
やおプロモーション推進
事業

2025年⼤阪・関⻄万博における波及効果を⼋尾の成⻑に活かせるよう、
市全体の機運醸成に取り組み、⼋尾の魅力ある地域資源を世界に発信しま
す。また、市⺠のみなさんとともに万博に参加し、SDGsの達成や、より
良い未来のまちづくりをめざす取り組みとして、ローカルSDGsである
「80（やお）アクション」を推進していきます。

37,435千円

＜魅力発信・魅力創造＞
観光魅力創造事業

2025年⼤阪・関⻄万博を契機として、⼋尾市への誘客強化を図るため、
オンラインによる体験型コンテンツの運用、また、万博で運航が計画され
ている近未来の乗り物「空飛ぶクルマ」を活かした取り組みを進めるとと
もに、⼋尾商工会議所等と連携し、⼋尾空港の魅力を活かした新たなにぎ
わい創出に向けて取り組んでいきます。

19,841千円

＜産業振興＞
オープンイノベーション
推進事業

⼤阪ヘルスケアパビリオンでの出展における波及効果を地域産業の成⻑に
つなげるため、「OPEN FACTORY CITY YAO」をスローガンに、出展企
業等の共創環境を整え、国内外の多くの人々が興味・関心をもち、⼋尾を
万博会場のサテライトとして、ものづくりの現場に足を運ぶ人が増え、交
流が増える仕掛けづくりをします。

48,905千円

＜交通＞
交通政策推進事業

すべての市⺠の移動の円滑化を図るため、「⼋尾市乗合タクシー」の本格
運⾏を⾏っている竹渕地域のほか、令和5年2月からスタートした⼤正・志
紀・曙川・高安・南高安地域において、引き続き、実証運⾏を実施します。
また、⻄郡地域については、令和6年度中の実証運⾏の開始に向けた取り
組みを進めます。

19,356千円

＜安全・安心＞
消防庁舎機能更新事業

⼋尾市消防本部庁舎建設等整備事業を引き続き進めるとともに、市域南⻄
部及び南東部における消防署所の移転建替えや新設に向けた取り組みを進
めます。
また、既存施設の機能更新を図るため、消防署志紀出張所及び消防署高安
出張所に係る改修工事などを実施します。

54,747千円

＜健康＞
健康づくり推進事業

健康寿命の延伸に向けて、⼤学等との共同研究の成果を実社会においても
活用できるように進めるとともに、市⺠一人ひとりの健康づくりにアプ
ローチする取り組みにつなげます。また、糖尿病等生活習慣病予防やフレ
イル予防等について、科学的根拠に基づいた取り組みを進めます。

13,937千円

＜安心・安全＞
災害時要配慮者支援事業

高齢者や障がい者などの自力避難が困難な人が、安全に避難できることを
めざし、福祉事業者や地域団体等と連携しながら、避難の声かけや移送支
援など災害に備えた準備が進むよう取り組みます。

13,962千円


